■　木　造　特　記　仕　様　書　（在来工法）　

	はじめに


□本木造特記仕様書は、建築主と設計者・工事監理者と施工者の相互の理解を深めるためのものであるので、必ず熟読のうえ、疑義がある場合は

あらかじめ三者協議のうえ進めていくことを基本とする。

□特記事項は□を塗りつぶしたものを適用する。

	１．一般事項


１．設計図書            □本工事は設計図書に基づき誠実に行う。設計図書とは､本仕様書、設計図、指示書（現場説明書と質疑応答を含む）をいう。



□数量積算書がある場合は、これも設計図書に含むものとする。

２．設計監理者名
□設計者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□工事監理者　

３．仕様書
□設計図書に明記なきものは、「住宅金融支援機構 フラット35対応木造住宅工事仕様書」最新年度版に準ずる。


□上記の仕様書に明記なき場合は、国土交通省大臣官房庁営繕部監修｢木造建築工事標準仕様書｣最新版または､

これに準ずる規格を適用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □(一社)日本建築学会「建築工事標準仕様書同解説　木工事」に準ずる｡

４．優先順位
1）現場説明書 および 質疑応答書　　　2）特記仕様書　　　3）設計図　　　4）上記仕様書　　　

５．工事上の疑義　　　　  　□工事内容について疑義のあるときは、工事契約前に確認し、質疑応答書として書面で明らかにしておく。担当業種にも

工事内容ついて理解の徹底を図り、工事施工上の疑義や不明な点が生じた場合は、工事監理者と協議のうえ施工する。

６．軽微な変更　　 　　 　　　□工事施工上、細部の納まりなどで軽微な変更を行う場合は、工事金額の変更は行わない。

変更工事
□工事監理者の承認なく設計図書と異なる施工をしない。変更する場合は原則として文書により、事前の承認を受ける。

□工事金額の増減を伴う変更工事が生じた場合には、「変更工事見積書」を提出し、工事監理者および建築主の承認後に

施工する。
７．提出図書
□工事に関わる提出書類は、下記に定めるほか、必要に応じて施工者が作成する。



提出図書
部数　　　　　　　　　　　　　提出時期
備　　　　　考



□工事請負契約書
写し1　　　　　　　　　　　　契約時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□工事見積書　　　　　　　　　写し1　　　　　　　　　 　　契約時



□工事工程表
2
工事着手前



□現場代理人および
2
工事着手前


 
主任技術者届




□担当工事業者名簿
2
工事着手前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□瑕疵担保責任保険　　　　写し1　　　　　　　　　　　工事着手前

申込受付に証する写し



□施工図・製作図
2
実施半月前

□打合せ議事録
2
その都度



□変更工事見積書
2
その都度
金額増減のある変更検討時



□官公署届出書類控
2
その都度
各届出は本工事に含む



□出来高承認書
2
契約の支払工程に達したとき


□工事保証書
2
竣工時



□竣工写真
2
竣工後１ヶ月以内



□工事竣工引渡し書
2
竣工時　　　　　　　　　　　　　　　　　取扱説明書､メーカー保証書等


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □竣工図　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　竣工後　　　　　　　　　　　　　　　　

８．届け出・諸手続き　　　　　 □本工事に関して諸手続きが必要な場合は、施工者の負担にて行なう。

９．現場打合せ　　　
　  □工事中は協議のうえ、定期的または適時に現場打合せを行う。（打合せ事項は相互確認の上、工事監理者または建築主より求められた場合は書面で報告する。）

10．別途工事
□施工者は、別途工事に関して、工程・納まり・連絡など積極的に協力を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　□工事金額を明示し承認後施工する。

11.地盤調査等　　　　　　 　 　□設計段階で調査出来ない場合（既存建物存在、権利関係等により）は、着工前に地盤調査を実施する。費用は､建築主の負担とする。調査の結果､設計変更が生じた場合は､建築主、設計者､工事監理者､施工者で協議する。

12.諸検査と工事保証　　　　　　□各工程ごとに工事監理者が検査を行い、指摘のあった部分は速やかに改善を行う。竣工時は、施工者立会いで完了検査を行う。検査は電気および給排水衛生設備等設備工事担当者も立会い、検査合格後引渡しを行う。

□施工者は､引渡し後1年を経過した時点で「経年検査」を行う。

なお､保証期間に関しては､施工者発行の保証書に準ずる｡

	２．環境対策事項


　　　

　　１．シックハウス対策等

材料　　　　　　　　　　　　　　　□クロルピリホスを添加した材料は使用しない｡また､内装仕上材等にはホルムアルデヒドおよび揮発性の有害物質を放散しない材料を使用する。

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□建築材料については､原則F☆☆☆☆を使用する｡

換気　　　　　　　　　　　　　　　□化学物質の室内濃度を下げるため、居室等には毎時0.5回以上の換気性能を持つ機械換気設備を設置する。
使用制限　　　　　　　　　　　1) 使用してはならない建材


□有機溶剤の入った塗料、シーラー等


□防腐防虫剤を使用した畳、内装材等


□アスベスト含有建材全て


2) 使用量をできるだけ制限すべき建材


□床フローリングの有機溶剤系接着剤；釘打ちを主とし接着剤の使用は極力控える。


□塩化ビニール建材（複合建材も含む）；排水管以外の塩化ビニール類の使用は極力控える。

２．産業廃棄物等　　　　　　　　　　 □宅地内で産業廃棄物等がある場合は､法律に基づき適切に処理をする。

	３．仮設工事


１．地縄張り　　      　    □建築主または工事監理者立会いのもとに､敷地境界線等敷地状況の確認を行い､図面に基づき建築位置の地縄張りを行う｡この際、図面と照合し確認･説明の上、建築主より承諾を得る。

２．ベンチマーク        　　□工事監理者の指示により､木杭､コンクリート杭等で設置し､移動しないようにその周囲を養生する｡ただし､移動の恐れのない固定物がある場合は､これを代用することができる｡

３．やり方　　　           　□やり方は適切な材を用いる｡また､工事中に動くことのないように､建物の隅部その他要所に正確堅固に筋かい、控えを設け､建物の位置､水平基準その他の墨出しを行う｡なお、工事監理者の立会い検査を受ける。

４．足場・仮囲い　　　　　　　　□関連法令等に従い､適切な材料､構造とする｡また､近隣への木屑などの飛散がないようにする｡

５．養生　　　　　　　　　　　　　□木材や建材､および施工箇所等において汚染､損傷の恐れがある場合には適切な方法で養生を行う｡

６．仮設設備等　　　　　　　  □工事用水道､仮設便所､工事用電気等は原則として施工者負担とし､関係法令等に基づく諸手続きを行う｡

	４．土工事・基礎工事


1.地盤　　　　　　　　　　　　　□敷地地盤状態については､工事計画上支障のないように支持地盤確認をする。確認は、地盤調査を実施するか､近隣地盤に関する情報資料等により行う｡地盤調査を実施する場合は､建築主の負担とする｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 調査方法等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　 　□地盤調査の結果により､必要に応じた適切な地盤改良(補強)または､基礎補強を行うこと｡

補強工事費用については､建築主の負担とする｡　

改良方法等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2. くい打ち地業　　　　　　  □工法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3. 根切り　　　　　　　　 　　　□根切りの幅および深さは､設計図書に基づき正確に行う｡なお､必要がある場合､のり面設置や土留めを設ける｡

　　　　　　　　　　　　　　 　　　□根切り底は攪拌せず平滑に施工し､地盤の損傷を起こさないようにする｡

4. 埋戻し　　　　　　　　　　　 □埋戻しは､原則根切り発生土を用い､瓦礫､木屑､岩塊等の異物は取り除く｡

5. 地ならし　　　　　　　  　　□建物周囲は､地ならしを行い､瓦礫､残材等を除去し､水はけのよい勾配にする｡ 

6. 残土処分　　　　　　　　 　□場内敷ならし　　□場外搬出　　□場内堆積　　□その他（　　　　　　　　　）

7 .割栗砕石地業　　　　　　　□割栗砕石等は､隙間なく敷き並べ目潰し砂利を充填し､ランマー等の機器にて充分に突き固める｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地業の種類：□ 割栗　□　砂　□　砂利　　□砕石　□　その他（　　　　　　　　　　）　　厚さ（　　　　　m/m）

8.捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　　　　　　　　　□捨てコンクリートは必ず打設し､平滑に仕上る｡　

強度等： Fc=13.5N／m㎡以上　スランプ　15㎝程度　厚さ　50～60㎜程度

9.基礎　　　　　　　　　　 　　□基礎の構造は下記のいずれかとし､鉄筋コンクリート造とする｡基礎高は､原則300㎜以上とし､形状､配筋は基礎図による｡

種類　□べた基礎　　□布基礎　　□その他（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　  □コンクリート基準強度等： Fc=　□18.0  □21.0　□24.0　N／ m㎡

スランプ　　18㎝以下　　　水セメント比　60％以下　その他（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　 　 □開口部等には、必要な開口補強を行う｡また､コンクリート打込みは､空隙の生じないよう十分突き固める｡

10.土間・防湿　　　　　　　　□目潰し砂利は、盛土の上に厚さ50㎜以上敷詰め十分に突き固める｡その上に住宅用プラスチック系防湿フィルムで厚さ

コンクリート　　　　　　　　　 0.1㎜以上を有するものを全面に敷く｡

　　　　　　　　　            　□土間コンクリート床は､ワイヤーメッシュ(径4㎜以上の鉄線を縦横に間隔150㎜以内に組合せたもの)を敷詰め､厚さ

120㎜程度とする｡

　　

　　 11.鉄筋　　　　　　　　　　　□異形鉄筋は､JIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものとする｡

　　 12.天端ならし　　 　　　 　□コンクリート直均しとする｡

　□基礎の天端をあらかじめ清掃､水湿し､セメント､砂の調合が容積比にして1:3のモルタルなどを水平に塗りつける｡

　　 13.床下換気　　　　　　　　□外周部の基礎には有効換気面積300ｃ㎡以上の床下換気孔を間隔4m以内ごとに設ける｡基礎パッキン工法を使用する場合は､土台の全周にわたり､1m当たり有効面積75ｃ㎡以上の換気孔を設ける｡また､ねずみ等の侵入を防ぐためにスクリーン等を堅固に取り付ける｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□人通孔等の開口がある場合には､開口部補強を行う。

□内部基礎立上がりには､適切な位置に通風と点検に支障のない寸法の床下換気孔を設ける｡

　　 14.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等　　　　　　□品質にはZマーク表示品または同等認定品以上とする｡径はＭ12以上とし､埋込み長さは240㎜以上(ホールダウンは径M1以上、埋込み長さ 360㎜以上)とする｡また､アンカーボルトの芯出しは､型板を用い基準墨に正しく合わせる。また、適切な機器などを用い正確に行い､堅固に固定する｡

　　　　　　　　　　　　　　　　   　□コンクリート打設前には､必ず位置の確認を正確に行う｡さらに必要と判断された場合には本数を増設する｡

	５．木工事


　１．一般事項　　　　　　 　　□本項の範囲は、木工事における構造の骨組（架構体）、下地骨組、下地材、造作、仕上げなどのすべての木工事に適用

する。

　　　 

２．材料・品質
□素材や製材品などの品質は、日本農林規格（ＪＡＳ）の定めがある場合は、この規格に適合したものとする。



□骨組に用いる材料は特記のない限り針葉樹とし、正角材と平角材は特等または一等材とする。



（特一等材はＪＡＳには存在しないが、市場にあるピン角の一等材と理解する。）

□目視等級区分の針葉樹構造用製材規格については以下のとおりＪＡＳによる。



甲種構造材（構造用Ⅰ）
甲種構造材（構造用Ⅱ）
乙種構造材



（短辺が9cm未満の横物）
（短辺が9cm以上の横物）
（柱材など）



□1級　□2級　□3級
□1級　□2級　□3級
□1級　□2級　□3級

※　適応する項目を■で示し、記入のない場合は各項目とも2級とする。

□見え掛かりの造作材や板材は、設計図に記載がないときは小節程度とする。



□仕口を固める楔、栓は堅木とする。また、雇い材は骨組材と同材以上または堅木とする。

３．乾燥
□用材の乾燥は重要であり、定めがなくとも出来る限り乾燥度の高い木材を用いる。



□針葉樹材についてはＪＡＳ区分に準じ、以下の通りとする。



□乾燥材Ｄ25　　□乾燥材Ｄ20　　□乾燥材Ｄ15


※記入のない場合乾燥材Ｄ25（含水率25％以下）とする。

□天然乾燥材については、乾燥材Ｄ25相当の含水率25％を目標とし、工事監理者に承諾を得る｡

　　　

４．材料検査
□構造材については、工事監理者の検査を受け作業を進める。その他の材については、その都度確認する。

　　　５．防腐・防蟻処理　　　　□原則として､「住宅金融支援機構 フラット35対応木造住宅工事仕様書」最新年度版に準ずる。

使用材料については、工事監理者と協議する。

　　　

　６．構造用面材　　　　　　□構造用合板　厚　　　㎜　　　　　　　□「住宅金融支援機構 フラット35対応木造住宅工事仕様書」最新年度版に準じ
施工する。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□N50釘打ち、＠150㎜以下とする。必要に応じ受け材を設ける。

　　　　　　　　　　　　　 　　　□石膏ボード　厚　㎜　　　　　　　　  □GNF40又はGNC40釘打ち、＠150㎜以下とする。必要に応じ受け材を設ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　厚　㎜）　□施工要領書に従い施工する。

７．筋かい　　　　　　　　　　□筋かいは種類に応じ、「住宅金融支援機構 フラット35対応木造住宅工事仕様書」最新年度版に準じ、端部を筋かい
プレートやZマーク表示金物または同等認定品により、柱と横架材との仕口部に固定する。

　　　８．耐力壁脚部         □設計図、構造計算書及び「住宅金融支援機構 フラット35対応木造住宅工事仕様書」最新年度版に基づき、柱脚
付近をアンカーボルト、ホールダウン金物等Zマーク表示金物または同等認定品により基礎と緊結する。

９．【部位】
樹種・等級・寸法　　　　

工法　※ プレカットによる場合は、工法部分は工場の仕様に基づき、工事監理者の承認をうける｡　　

　
	
	部　　位
	樹　　種
	等　　級
	寸　　法　　　　　　　　　
	特記事項

	軸

組


	土台
	□ヒバ　□ヒノキ　□ベイツガ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	火打土台
	□ヒバ　□ヒノキ　□スギ □ベイツガ
	
	
	

	
	柱（見えがかり）
	□ヒノキ　□スギ　□ベイツガ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	柱（見えがくれ）
	□ヒノキ　□スギ　□ベイツガ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	胴差
	□ベイマツ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	けた
	□ベイマツ　□スギ　□ヒノキ　□集成材（　　　）
	
	
	

	
	筋かい
	□ベイマツ　□スギ　□ベイツガ　□
	
	
	

	
	その他
	□
	
	
	

	床

組
	はり
	□ベイマツ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	大引
	□ヒノキ　□スギ　□ベイマツ　□ベイツガ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	根太
	□ベイマツ　□スギ　□ベイツガ　□集成材（　　　）
	
	
	

	
	火打ばり
	□スギ　□ベイツガ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	その他
	□
	
	
	

	小屋組
	はり（丸太）
	□アカマツ　□ベイマツ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	はり（その他）
	□ベイマツ　□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	母屋
	□スギ　□ベイマツ　□ベイツガ　□集成材（　　　）　□

	
	
	


	
	たるき
	□スギ　□アカマツ　□ベイマツ　□ベイツガ

□集成材（　　　）　□
	
	
	

	
	その他
	□
	
	
	

	造作
	生地表わし
	□ヒノキ　□スギ　□アカマツ　□ベイマツ　

□ベイツガ　□ケヤキ

□化粧ばり造作用集成材　□
	
	
	

	
	表面塗装
	□

	
	
	


	６．屋根工事・板金工事


１．屋根葺き種類　　　　　□ａ)金属板葺き　□材料　　□ガルバリウム鋼板　　□片面カラー鉄板　　□ステンレス鋼板　　□その他（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・板厚（　　　　　　　　　㎜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□工法（　□一文字葺　　□菱葺　　□瓦棒葺　　□横葺　　□　　　　）　　　□波板葺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□形状（　□長尺　　□規格　　□　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ｂ)スレート葺き　□材料（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　□製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　 　□板厚（　　　　　　　　　㎜） 

□ｃ)瓦葺き（種類　　　　　　　　　　 　　　）　　 材料：□粘土瓦　　□ゆう薬瓦　　□いぶし瓦　　□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　□セメント瓦　□和形　　□洋形　　□平形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釘：□銅製　　□亜鉛メッキ製（ｌ＝45㎜以上､径＝2.4㎜内外）　

□その他（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　□緊結線､銅製　（0.9㎜内外2条）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留め付け：　□（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　

　□ｄ)その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　□ｅ)雪止め　   

２．下葺き　　　　　　　　 　　・材料

　□野地板（　□ドリゾール板　厚　　　㎜　　□木毛セメント　厚　　　㎜　　□杉荒板　厚　　　㎜　　□合板　厚　　　　　㎜）

　　　　　 　　　　　　　　　　　□アスファルトルーフィングは､JIS A 6005(アスファルトルーフィングフェルト)に適合するアスファルトルーフィング940以上と

する｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　□合成高分子系ルーフィングは､JIS A 6008(合成高分子系ルーフィングシート)に適合するものとする｡

　　

                      ・工法

　　　　　　　　　　　　□アスファルトルーフィングの葺き方は､野地面上に軒先と平行に敷込み､上下(流れ方向)は100㎜以上､左右は200㎜以

上重ね合わせる｡

　　　　　　　　　　　　         留めつけは､重ね合せ部は間隔300㎜内外に､その他は要所をタッカー釘などで留めつける｡

　　　　　　　　　　　        □合成高分子系ルーフィング等のふき方は､各製造所の仕様による｡

３．水切り・雨押え      　材料　　　□ガルバリウム鋼板　　□アルミ既成品　　□片面カラー鉄板　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

４．軒樋・竪樋　　 　     □軒樋材料　　□塩ビ（　　　　　　㎜）　□ビニール被覆鉄板　　□アルミ既成品　　□その他（　　　　　　　　　　　　）　　

　　　　　　　　　　　      □竪樋材料　　□ビニール被覆鉄板　　□硬質塩ビパイプ（　　　　　）　　□その他（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　      □防露：建物内部に取り付ける部分は、設計図書に表示のない場合、ガラス繊維保温筒厚25㎜の上アスファルトフェルト巻ビニールテープ押さえとする。

　

５．庇　　　　　　　 　　　　　　材料　　□ガルバリウム鋼板　　□アルミ既成品　　□片面カラー鉄板　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　 　 　　　　　ふき方（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７．防水工事


１．外壁　　　　　　　　　　　 □下地種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．バルコニー 　　　　　　 □仕様（　□ＦＲＰ　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

３．コーキング 　　　　　　  □開口部廻り　　材料（　　　　　　　　　　　　　　）

	８．断熱工事


　　
１．工法　　　　　　　　　　　□内断熱　　　□外断熱　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

２．断熱材材料　　　　　　□使用材料については、「住宅金融公庫監修　木造住宅工事共通仕様書」最新年度版に準ずる。　　

　

　 ３．部位 　　　　　　　　　　□床　　　　材料（　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　厚　　　㎜　）

　　　　　　　　　　　　　 　　　 □壁　　　　材料（　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　厚　　　㎜　）

　　　　　　　　　       　　  □天井　　　材料（　　　　　　　　　　　　　　  　　　　厚　　　㎜　）

□小屋裏　　材料（　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　厚　　　㎜　）

　　　　　　　　             □その他　　材料（　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　厚　　　㎜　）

４．防湿層　 　　　　　 　□防湿フィルム（0.05㎜以上）　　□アルミ箔（0.007㎜以上）　　□アスファルトコートクラフト紙（　　　　　）

　 　　　　　□その他（　　　　　　　　）

	９．外装工事


１．外壁　　　　　　　　　 　□種類

 　　　　　　　　　　　　　　　□下地モルタル弾性リシン吹付け 　材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□モルタル下地うす塗り左官材コテ仕上　材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□サイディング張り（　□セメント系　　□金属系　　□窯業系）

材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）　材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　 

２．軒裏　　　　 　　　　　□材料

□ケイ酸カルシウム板　厚　　　　㎜　　　　　

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　□仕上

   　　　　              □吹付け　　□塗装　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	10．左官工事


１．一般事項　　    　□下地は､塗り付け直前によく清掃する｡　また､開口部の隅やラスの継目等､亀裂が生じ易い箇所はあらかじめ適切な処置

を行う｡

                         □材料：メタルラス・ワイヤラス・ラスシート類、調合、塗り厚等、「住宅金融公庫監修　木造住宅工事共通仕様書」最新年度版に準ずる。

　

　　 　２．養生　　　　　　　　　□施工にあたっては､近接する他の部材および他の仕上面を汚損しないようにあらかじめ適切な処置を行う｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □塗り面の汚損や通風､日照を避ける等により早期乾燥を防止するため､施工部位は適切な養生を行う｡

　　　

　 　　　３．外部            □モルタル下地

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　□防水紙（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ラス　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □モルタル塗厚（　　　　　　　　　　　　　㎜）　　　　　　　　

４．内部　　　　　　　　　□仕上

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　□しっくい　　□京壁　　□プラスター　　□珪藻土　　□土壁　　□土間仕上げ　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　□材料

　　　　　　　　　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□下地

　　　　　　　　　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	11．タイル・石工事


　 　　　１．一般事項　　　　　　 　□使用するタイル･石の形状､寸法､色合い､裏足等は､あらかじめ見本品を提出すること｡

　　 　　２．養生　　　　　 　　　　 □屋外施工の場合は､直射日光､風雨などによりタイルの接着に悪影響を受ける恐れのある場合は､あらかじめシート等で適切な養生を行う｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □タイル張り施工中もしくはモルタルの硬化中は､タイル張り面に振動や衝撃等が加わらないように十分に注意する｡また､タイル張り終了後は､汚れを取り除き、タイル表面の清掃を行う｡

　　　　

　３．種類　　　　　　　 　　□タイル（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　□石（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　４．施工箇所　　　　　　□（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　
	12．塗装工事


１． 材料　　　　 　　　□「住宅金融公庫監修　木造住宅工事共通仕様書」最新年度版に準ずる。

　　

２．塗り見本　　　　　　□見本帳または見本塗り板を提出し、建築主および工事監理者の承認を受ける。

３．素地ごしらえ  　　□「住宅金融公庫監修　木造住宅工事共通仕様書」最新年度版に準じ、塗り面の下地の性質に応じた適切な処理を行う。


□薬品による処理や清掃、パテ処理、シーラー塗り等は極力避け、やむを得ず必要とする場合は工事監理者と十分協議す

る。また､健康を害する恐れの極めて少ないものを選び、使用量を最小限に抑える。

　　

４．塗装部位　　　　　　□内部木部　　種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　□床　　　　　　 種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　□階段　　　　　種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　□内部鉄部　種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　） 種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　□外部破風､鼻隠し 種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　□外部木部  種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）       

　　　　　　　　　　　　　　□外部鉄部  種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　） 種類（　　　　　　　　　　　）　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　品番（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　

５．養生　　　　　 　　　□工事中は、塗装面や塗装面以外の部分に汚染や損傷を与えないよう十分注意し、必要に応じ適切な養生を行う。


□施工後の換気を十分に行い、また、塗布後入居までの乾燥期間を十分に設ける。

	13．外部建具工事


　　　　 １．一般事項　　　　　　□設計図書および特記による指定を除き、下記により選択する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□外部建具は､建具表による｡

２．種類　　　　　　　　　 □アルミサッシ　　□鋼製　　□木製　　□その他（樹脂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 □クレセント他、付属金物一式は標準として含むこととする。

　　　　 ３．メーカー・色　　　　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　□色（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　□色（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　 ４．ガラス　　　　　　　　　□原則として見本を提出し、確認指定後発注する。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□防犯仕様　 種類（　        　　　）　 メーカー（          　　　　）

                                      種類（　        　　　）　 メーカー（          　　　　）
	14．内部建具工事


１．一般事項　　　　　　　□設計図書によるが、特記による指定を除き下記より選択とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　□造作建具は建具表による。

２．種類　　　　　　　　　　□木製建具　　□アルミサッシ　　□樹脂建具　　□その他（　　　　　　　　　　　）

　　　　 ３．メーカー・色　　　　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　□色（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　□色（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	15．内装工事


１．下地
□石膏ボードは、壁：12.5㎜厚以上、天井：9.5㎜厚以上を標準仕様とし、水廻りや下地補強などの必要に応じ、耐水石膏

ボード、F☆☆☆☆合板の部分使用とする。

　
□下地ボード類の目地処理やその他の下地処理は、寒冷紗貼りおよび下記下地処理材塗りを基準とする。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　

２．床フローリング
□天然無垢材(非防虫加工)とし、指示なき場合は含水率10％以下、12㎜厚以上、本実加工とする。事前に見本品を提示

　　　　　　　　　　　　　　　　　 する。


材料　　□種類（　　　　　　　　　　　　）　□メーカー（　　　　　　　　　　　）

□その他フローリング　□種類（　　　　　　　　　　　　）　□メーカー（　　　　　　　　　　　）

□床材の接着材は、小口および床鳴りの恐れのある箇所のみに使用する。点付けとし、ベタ付けは不可とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

３．壁材・腰板
□左官塗りによる他は、仕上げ表に従い下記より選択する。事前に見本品を提示する。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　材料　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

　

４．天井材　　　　　　　　　　□仕上げ表に従い、下記より選択する。事前に見本品を提示する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　材料　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

５．浴室
□床・腰　　　　材料　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　


□壁　  　　　材料　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　□天井　　　　　材料　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ユニットバス既製品　材料　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

６．接着剤
□使用を極力抑え、使用箇所、方法、量等、必要に応じて工事監理者と協議のうえ施工する。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　□施工部位により、原則として下記より選択した接着剤を使用する。変更する場合は、工事監理者と協議する。

1)床用・木部　　　材料　種類（　　　　　　　　　　）　　・メーカー（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　2)壁紙用　　　　　材料　種類（　　　　　　　　　　）　　・メーカー（　　　　　　　　　　）

７．畳
□畳床、畳表は低農薬、有機栽培等の藁床、い草を使用したものを基準とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 畳床　種類（　　　　　　　　　　　　　）　　畳表　種類（　　　　　　　　　　　　　　）

８．押入、物入
□設計図書および特記による指定を除き、原則として下記による。



□杉板 12㎜厚　　　　　　□押入用石膏ボード　　　　□F☆☆☆☆合板　

　
□集成材（ 杉、　桐、　　）　　　　　　　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	16．給排水衛生設備工事


１．一般事項・各工事
□給排水設備工事は関係法令及び所轄公官庁の諸規定に準拠し、諸規定の摘要をうけない事項および定めの無い事項については、「住宅金融公庫監修　木造住宅工事共通仕様書」最新年度版に準ずる。

　
□一般配管　　□ヘッダー配管（　□給水　　□給湯　　□排水）

□衛生設備機器は別紙の設備機器リストによる。

　２．給水給湯設備　　　　　　 □特記なき場合、下記仕様とする。

給水配管：　屋外　　□ＨＩＶＰ　□　ＶＰ管 　□その他(　　　　　　　) 
屋内　　□銅管　□　ＶＰ管　□架橋ポリエチレン管

　　□その他（　　　　　  ）
　　　
給湯配管：　□銅管 　　　□その他（　　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　□屋内の配管には、保温材を施工する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□配管に際し木材をカットする場合は、工事監理者に確認する。

　　　　　　　　

　３．排水設備　　　　　　　　　　□排水管：　□硬質塩化ビニール管（　□　ＶＵ管　　□　ＶＰ管）　　□　耐火２層管　　□その他（　　　　　　　　　　）

□通気管を設ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□２階以上の屋内の配管には、防音材を施工する。

□配管に際し木材をカットする場合は、工事監理者に確認する。

　　　

　 ４．浄化槽設備　　　　　　　　□浄化槽工事に関する法令、条例等を遵守し基準にあわせて施工する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人層（　　　　　　　　　　　）　　種類（　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　）　　

５．衛生器具　　　　　　　 　 □洗面化粧台　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　　　　　　 　　　  □便器　　　　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

　　　　　　　　　　　　　　 　　  □洗面器　　　 　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□その他　　　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	17．ガス設備工事


　１．一般事項・各工事　　　　　□都市ガス用設備工事および都市ガス機器等設置工事は､関係法令に基づき施工する｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □液化石油ガス用設備工事および液化石油ガス機器等設置工事は､関係法令に基づき施工する｡

　

　２．ガスの種類　　　　　　　　　　□都市ガス　　　　　□液化石油ガス（ＬＰＧ）


	18．電気設備工事


１．一般事項・各工事
　　　□電気設備工事は関係法令および電力事業者他、関係事業者の諸規定に準拠する。諸規定の摘要を受けない事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 および定めのない事項については「住宅金融公庫監修木造住宅工事共通仕様書」最新年度版に準ずる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □電気設備図による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □報告書（絶縁抵抗測定および接地抵抗測定）を提出する。　

２．電力設備工事　　　　　　 □電力引込み　□引込み位置の確認　　場所（　　　　　　　　　　　　　　　）　方法（　□間接引込み　　□　直接引込み　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□電気容量については､電力会社申請時に建築主､設計者･工事監理者､施工者の三者協議の上決定する｡

□電気配線（　□一般配線　　□管配線）

　 　 ・部材やビス、釘などで配線を傷つけないようにする。

　・ＣＤ管は距離が８m以下の場合は２８㎜径、８mを超える場合は３６㎜径を使用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・２次側にＣＤ管を使用する場合は、設計図書および特記による指定を除き１６㎜径を使用する。

　　　　□外壁ラス張りの場合は、貫通箇所に防護管を入れる。

　　　 

□スイッチ、コンセント、電話線等の各プレート類は下記による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・設置の高さは、コンセント、電話、ＴＶ端子をFL＋２５０㎜、スイッチをFL＋１，２５０㎜を標準とする。

（スイッチについては、子供や高齢者を配慮する場合は、FL＋１，０００㎜程度とする。）

　　　　　　　　　　　　　　　       □接地工事を施す。

　　　　　□空調設備配線は､空調換気設備工事による。　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□照明器具等　　　・照明器具リストによる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・器具取付に際しては、適切な下地補強を考慮する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・建築主支給品の場合は､別途協議とする｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 □分電盤　　□　リミッター（□ 有り　・　□　無し　）　□ＥＬＢ（□　有り　・　□　無し　）

　　□　樹脂製　□　金属製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □全面に家具や荷物を置きにくい場所を計画する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□脚立などの補助なしで手の届く高さに設置する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □その他屋外配線　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　３．情報通信等　　　　　　　  □電話配線　

　　　　　　サービス設備　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ＴＶ配線　（□　地上波　　□　ＢＳ・ＣＳ　　□　CATV　　□　その他（　　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□インターネット関係　（□　光ファイバー　　□　同軸ケーブル　　□　電話線　　□　その他（　　　　　　　　　））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

□ＬＡＮ配線　（□する　・　□　しない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規格（　　　　　　　　　　　）　　使用ＣＤ管径（　　　　　　　　　　　　　㎜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＣＤ管には予備線を入れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	19．空調換気設備工事


　　　

　１．空調設備　　　　　　　　　 □個別　　□マルチ

２．換気設備　　　　　　　 　　□排気ファンの設置高さは､床面から２,２００㎜の位置に設置する。

　　　　　　　　　　　　　　　　  □給気孔は、出入口の対角面の上部に設置する。

　　　　　　　　　　　　　　　　 □給排気孔には強風対策をする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □火気使用に用いる排気ダクトはロックウール５０mmまたはガラス繊維布織物マット２０mm（認定品）にて断熱すること

□局所換気

　□台所　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□浴室　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・ダクト配管をする場合は、他室と同一系統としない。

　□洗面所 　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□便所　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □居室等の換気（２４時間換気）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　換気方式：　□第１種換気設備　　□第２種換気設備　　□第３種換気設備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	20．特殊付帯設備工事


　　　

　　　　１．太陽熱温水器　　　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

　　　　２．住宅用自動　　　 　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　消火装置

　　　　３．火災報知設備　　  □種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　４．避難用器具　　　　　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　５．ホーム　　　　　　　　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　エレベーター

　　　　６．ハートビル法　　　　□段差解消機　　□介護器具（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　関連設備

　　　　７．床暖房　　　　　　　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　８．防犯設備　　　 　　□鍵　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　□防犯システム　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 □その他　　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　９．その他　　　　　　　□（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	21．雑工事


　　　　１．造り付け家具　　　　 □シックハウス対策品とする。

２．厨房機器　　　　　　　□シックハウス対策品とする。
種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　
３．階段手摺　　　　　　　□シックハウス対策品とする。

種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　
　　　　４．その他　　　　　　　　□種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□メーカー（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　

